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返品の現状・内訳

売上ALLに対して

シーズン品＋リニューアル品合計

売上構成比： 11.4%

返品構成比： 28.4%
＜内訳＞

①シーズン品 → 売上構成比：8.9% 返品構成比：23.3%

②ﾘﾆｭｰｱﾙ品 → 売上構成比：2.5% 返品構成比： 5.1%

• 各事業所にて営業ミーティングにて流通および
店頭における返品対策を話し合う場面を設ける

• 返品軽減ポスターを各事業所の目に触れる場
所に貼付し意識UPを図る（※別紙添付参照）

・経営陣および営業幹部を巻き込んだ返品対策

（幹部よりセールス全員へ軽減取組を発信）

社内における啓蒙活動①



社内における啓蒙活動社内における啓蒙活動②

①無返品および返品軽減に対するｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ方

式の導入およびその締結

②POSによる店頭理論在庫による個別企業の

発注コードカットの徹底（開始日時まで決定する）

③問題のあるカテゴリーを中心に削減対策の具体的行動

計画を策定した

Ⅲ）具体的対策①
2016年から社内において返品ＰＪを立ち上げ、代理店および小売
企業に対しての提案内容を検討し実行した。
また、取引制度の変更にて返品削減の項目を設ける



店別・商品別に落とし込んだ過去の返品率・額をベースに

エリア担当が対策を考え提案し、実現に結び付ける（発注
単位引き下げ・空箱対応など）

Ⅲ）具体的対策②

商品A 商品Ｂ 商品Ｃ合計

【予定】店頭在庫
削減計画

【結果】実行確認
【予定】店頭在庫

削減計画
【結果】実行確認

【予定】店頭在庫
削減計画

【結果】実行確認

Ａ企業

商品Ｐ・商品Ｑの２品

展開。春夏定番に採用

あり、９月末まで返品

不可フラグをたててま

す。　３月24日で発注

止め予定。

３月２４日に発注止め

確認し、過剰在庫店舗

から新店・改装分の店

間移動をかける

全て春夏定番に採用

になっており、９月末ま

で返品不可フラグをた

ててます。　３月24日

で発注止め予定。

３月２４日に発注止め

確認し、過剰在庫店舗

から新店・改装分の店

間移動をかける

商品Ｘのみ現在展開し

ており、春夏定番棚割

りに採用になってま

す。３月24日で発注止

め予定。

３月２４日に発注止め

確認し、過剰在庫店舗

から新店・改装分の店

間移動をかける

Ｂ企業 3月20日本部発注停止
3月17日商談にて再度

案内＆確認
3月20日本部発注停止

3月17日商談にて再度

案内＆確認
3月20日本部発注停止

3月17日商談にて再度

案内＆確認

Ｃ企業

商品Ｐ・商品Ｑの2SKU

もしくは商品Ｒ・商品S

の2SKUどちらかを定

番。3/4に発注停止の

依頼をする。

発注停止は不可でした

が店舗在庫やＰＯＳを

みて発注停止を店舗

へアナウンスする形と

なりました。

商品U・商品Vは定番。

それ以外の商品は3/4

に発注停止の依頼を

する。

発注停止は不可でした

が店舗在庫やＰＯＳを

みて発注停止を店舗

へアナウンスする形と

なりました。

商品Ｘは定番。それ以

外の商品は3/4に発注

停止の依頼をする。

発注停止は不可でした

が店舗在庫やＰＯＳを

みて発注停止を店舗

へアナウンスする形と

なりました。

Ｄ企業

商品Ｐ・商品Ｑの2SKU

もしくは商品Ｒ・商品S

の2SKUどちらかを定

番。3/4に発注停止の

依頼をする。

発注停止は不可でした

が店舗在庫やＰＯＳを

みて発注停止を店舗

へアナウンスする形と

なりました。

商品U・商品Vは定番。

それ以外の商品は3/4

に発注停止の依頼を

する。

発注停止は不可でした

が店舗在庫やＰＯＳを

みて発注停止を店舗

へアナウンスする形と

なりました。

商品Ｘは定番。それ以

外の商品は3/4に発注

停止の依頼をする。

発注停止は不可でした

が店舗在庫やＰＯＳを

みて発注停止を店舗

へアナウンスする形と

なりました。

セグメントＡ
4SKU

セグメントＢ
4SKU

セグメントＣ
4ＳＫＵ

Point①
計画

Point②
実行確認

Ⅲ）具体的対策③



■企業Ｐの花粉関連商品の事例

■企業Ｐの結果 期間:12～8月

■Point
・シーズンイン商談でのバイヤーとの昨年の返品実績の検証
・今期削減のアクションプランの提示とその推進
・在庫削減時に代理店と協業しての各店在庫把握、代理店からの上限納品の推進
・返品不可フラッグの徹底

量販企業名
納品

前年比
2016年
返品率

2016年
返品額
前年比

2015年
返品率

返品率
差異

企業Ｐ 86.3% 1.7% 9.0% 16.5% -14.8%

具体的対策④

2月22日から上限出荷

対応済。全て定番獲得

出来ている為、徐々に

上限数量を下げて店

頭在庫削減を図りま

す。4月1日以降は返

品不可フラグの設定実

施。

2月22日から上限出荷

対応済。全て定番獲得

出来ている為、徐々に

上限数量を下げて店

頭在庫削減を図りま

す。4月1日以降は返

品不可フラグの設定実

施。

2本パターンのみ定番

採用。投入がない為返

品はありません。4月1

日以降は返品不可フ

ラグの設定実施。

2月22日から上限出荷

対応済み。3月18日で

発注停止を実施して店

頭在庫削減を図りま

す。4月1日以降は返

品不可フラグの設定実

施。

2月22日から上限出荷

対応済み。3月18日で

発注停止を実施して店

頭在庫削減を図りま

す。4月1日以降は返

品不可フラグの設定実

施。

2月22日から上限出荷

対応済み。3月18日で

発注停止を実施して店

頭在庫削減を図りま

す。4月1日以降は返

品不可フラグの設定実

施。

セグメントＦセグメントＡ セグメントＢ セグメントＣ セグメントＤ セグメントＥ

売上ALLに対しての返品改善率の変動

期間：2016年10‐3月

返品改善率（ALL)：4.04%

＜内訳＞

①シーズン品 → 返品改善率21%と大幅改善

②ﾘﾆｭｰｱﾙ品 → 返品改善率：▲54%と改善できず

①＋② → 返品改善率12%と改善傾向

返品率改善結果


